
第
一
篇

は
し
が
き

第
一
章　

平
和
の
お
と
ず
れ

第
二
章　

戦
争
の
く
る
し
み

第
三
章　

新
し
い
日
本
の
誕
生

　
　
　

１　

怒
涛
の
進
撃

　
　
　

２　

大
衆
運
動
の
発
展

　
　
　

３　

さ
い
し
よ
の
激
突
と
そ
の
反
動

　
　
　

４　

戦
後
民
主
化
の
意
味
す
る
も
の

第
四
章　

一
歩
後
退
、
二
歩
前
進

　
　
　

１　

資
本
攻
勢
に
た
い
す
る
労
働
者
階
級
の
反
撃　

　
　
　

２　

労
働
者
は
何
を
求
め
て
い
た
か　

　
　
　

３　

二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト　

　
　
　

４　

そ
の
後
に
来
る
も
の　

第
二
篇

第
一
章　

片
山
内
閣
は
労
働
者
に
何
を
も
た
ら
し
た
か

１　

占
領
支
配
の
強
化
と
片
山
内
閣
の
誕
生

２　

業
種
別
平
均
賃
金
―
―
一
、八
〇
〇
円
ベ
ー
ス
に
反
対

　

し
て

３　

産
別
会
議
自
己
批
判
す
る

４　

生
活
の
破
綻
と
二
本
建
賃
金
要
求

５　

反
共
攻
撃
と
産
別
民
主
化
同
盟
の
発
生

６　

企
業
再
建
整
備
法
と
石
炭
国
管
法
を
め
ぐ
っ
て

７　

片
山
内
閣
瓦
解
の
前
後

８　

芦
田
内
閣
の
成
立
と
「
三
月
闘
争
」

９　

最
低
賃
金
制
闘
争
に
つ
い
て

第
二
章　

独
占
の
復
活
過
程
に
お
け
る
労
働
運
動

１　

マ
書
簡
＝
ポ
政
令
と
の
闘
い

２　

苦
難
の
は
じ
ま
り

３　

平
和
と
民
族
独
立
の
闘
い

４　

ド
ッ
ヂ
・
プ
ラ
ン
、
経
済
九
原
則
の
嵐

５　

四
九
年
総
選
挙
と
「
社
共
合
同
」

６　

労
働
法
規
改
悪
反
対
の
闘
い

７　

企
業
整
備
を
め
ぐ
る
産
業
防
衛
闘
争

８　

停
滞
と
混
迷
の
時
期

９　

国
鉄
の
首
切
り
反
対
闘
争
挫
折
す
る

10　

地
域
人
民
闘
争
の
功
罪

11　

労
働
戦
線
の
分
裂
と
再
編
成

12　

こ
の
時
期
に
お
け
る
農
民
運
動

第
三
篇
（
上
）

第
三
章　

戦
争
前
夜

　
　
　

１　

新
し
い
戦
争
の
陰
謀

　
　
　

２　

労
働
者
ふ
た
た
び
立
ち
上
が
る

　
　
　

３　

越
冬
闘
争
か
ら
「
三
月
攻
勢
」
へ

　
　
　

４　

荒
れ
狂
う
嵐
の
な
か
で
―
―
日
立
労
働
者
の
闘
争

　
　
　

５　

反
戦
・
平
和
と
全
面
講
和
の
闘
い

　
　
　

６　

朝
鮮
侵
略
戦
争
の
開
始

第
四
章　

戦
争
と
労
働
者
階
級

　
　
　

１　
「
特
需
」
ブ
ー
ム
と
労
働
者
の
生
活

　
　
　

２　

総
評
の
結
成

　
　
　

３　

全
労
連
の
解
散
と
統
一
運
動
委
員
会

　
　
　

４　

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
闘
争
の
挫
折

第
一
章　

盛
り
上
が
る
「
全
面
講
和
」「
再
軍
備
反
対
」

　
　
　

１　

激
動
す
る
内
外
情
勢

　
　
　

２　

新
し
い
闘
争
の
芽
ば
え

　

３　

統
一
を
模
索
す
る
労
働
戦
線

　

４　

平
和
運
動
の
た
か
ま
り

　

５　

占
領
支
配
か
ら
講
和
後
の
反
動
支
配
体
制
へ

第
二
章　

単
独
講
和
を
め
ぐ
っ
て

　

１　

単
独
講
和
反
対
！

　

２　

平
和
を
保
障
し
な
い
講
和
会
議

　

３　

白
票
か
、
青
票
か

　

４　

労
働
者
と
労
働
組
合
の
権
利
を
守
れ

　

５　

産
業
別
組
合
の
統
一
団
体
交
渉
権
を
め
ざ
し
て

　

６　

労
働
協
約
改
悪
反
対
の
闘
い

　

７　

運
動
の
新
し
い
拡
大
―
―
三
越
と
京
都
市
電
の
闘
争

　

８　

民
族
解
放
民
主
革
命
の
提
唱

第
三
章　

歴
史
的
な
年
、
一
九
五
二
年

　

１　

健
康
に
し
て
文
化
的
な
生
活
を
保
障
す
る
賃
金

　

２　

破
防
法
反
対
闘
争
の
な
か
で
の
賃
上
げ
闘
争

　

３　

労
働
者
階
級
の
前
進

　

４　

血
の
メ
ー
デ
ー

第
三
篇
（
下
）

第
四
章　

支
配
階
級
の
新
た
な
攻
撃
の
は
じ
ま
り

　

１　

設
備
の
更
新
・
近
代
化
を
急
ぐ
独
占
資
本

　

２　

第
三
回
総
評
大
会
と
最
低
賃
金
制
の
闘
争
力
針

　

３　

基
地
労
働
者
の
「
日
米
労
務
基
本
契
約
」
改
訂
の
闘
い

　

４　
「
緊
急
調
整
」
を
や
む
な
く
さ
せ
た
炭
労
・
電
産

　

５　

支
配
階
級
の
抑
圧
と
分
裂
の
政
策



第
五
章　

平
和
・
独
立
・
民
主
主
義
と
生
活
の
安
定
を
め
ざ
し
て

　

１　

日
本
の
再
軍
備
と
Ｍ
Ｓ
Ａ
交
渉

　

２　

拡
大
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
波

　

３　

統
一
と
分
裂

　

４　

平
和
と
独
立
の
闘
い
の
前
進

　

５　

発
展
す
る
国
際
交
流
―
―
第
三
回
世
界
労
組
会
議
―
―

第
六
章　

合
理
化
の
嵐
と
た
た
か
う
労
働
者

　

１　

組
織
を
賭
し
て
た
た
か
っ
た
日
産
労
働
者

　

２　

英
雄
な
き
一
三
三
日
の
闘
い

第
七
章　

Ｍ
Ｓ
Ａ
下
の
労
働
運
動

　

１　

恐
慌
と
労
働
者
階
級
の
状
態

　

２　

転
機
に
た
つ
日
本
労
働
者

　

３　

平
和
の
波
の
ひ
ろ
が
り
と
原
水
爆
禁
止
運
動

　

４　

平
和
経
済
＝
労
働
プ
ラ
ン
の
闘
い

第
八
章　

復
活
・
強
化
す
る
独
占
の
重
圧
に
抗
し
て

　

１　

近
江
絹
糸
の
い
わ
ゆ
る
「
人
権
ス
ト
」

　

２　

銀
行
・
証
券
労
働
者
の
い
わ
ゆ
る
「
盲
点
ス
ト
」

　

３　

首
切
り
と
た
た
か
う
尼
鋼
・
日
鋼
の
労
働
者

　

４　

こ
の
時
期
の
農
民
運
動

第
四
篇

第
一
章　

新
し
い
情
勢
の
展
開

　

１　

雪
ど
け
の
訪
れ

　

２　

鳩
山
内
閣
の
成
立
と
保
守
合
同

　

３　

膨
大
な
設
備
投
資
に
よ
る
産
業
の
近
代
化
・
機
械
化

　

４　

階
級
分
化
の
進
展

　

５　

生
産
性
向
上
運
動

　

６　

産
業
の
近
代
化
・
機
械
化
は
労
働
者
の
何
を
も
た
ら
し

　
　

た
か

第
二
章　

生
産
性
向
運
動
下
の
労
働
運
動

　

１　

労
働
戦
線
の
新
し
い
動
向

　

２　

生
産
性
向
上
運
動
に
反
対
す
る
闘
い

　

３　

最
低
賃
金
制
闘
争
の
発
展

　

４　

平
和
と
基
地
反
対
運
動
の
た
か
ま
り

第
三
章　

労
働
者
階
級
の
新
た
な
前
進

　

１　

憲
法
改
正
と
日
米
新
体
制
を
め
ざ
す
岸
政
権
の
誕
生

　

２　

一
九
五
七
年
の
三
月
闘
争

　

３　

賃
上
げ
か
ら
処
分
撤
回
へ

　

４　

団
結
権
の
擁
護
・
罷
業
権
の
回
復
を
め
ざ
し
て

　

５　

民
主
主
義
と
民
主
教
育
を
ま
も
っ
て

　

６　

杵
島
炭
鉱
労
働
者
の
闘
争

　

７　

好
況
の
か
げ
に
か
く
さ
れ
た
中
小
企
業
労
働
者
の
苦
闘

第
五
篇

第
一
章　

激
動
す
る
時
代
の
潮
流

　

１　

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
瀬
戸
際
政
策
と
民
族
解
放
闘
争

　

２　

日
本
資
本
主
義
の
新
た
な
発
展

　

３　

日
本
農
業
の
近
代
化
・
機
械
化
の
意
味
す
る
も
の

　

４　

前
進
す
る
国
際
共
産
主
義
運
動
と
混
迷
し
停
滞
す
る
日

　
　

本
共
産
党

第
二
章　

権
利
擁
護
闘
争
の
前
進

　

１　

 

Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
の
批
准
を
め
ぐ
っ
て

　

２　

工
場
閉
鎖
・
人
員
整
理
に
抗
し
て

　

３　

激
化
す
る
勤
評
反
対
闘
争

第
三
章　

よ
り
よ
き
生
活
の
た
め
に

　

１　

ふ
た
た
び
最
低
賃
金
制
に
つ
い
て

　

２　

社
会
保
障
制
度
拡
充
の
闘
い

第
四
章　

産
業
構
造
の
変
化
に
と
も
な
う
労
資
の
対
決

　

１　

三
井
三
池
の
闘
い

　

２　

中
小
企
業
に
お
け
る
運
動
の
た
か
ま
り

第
五
章　

安
保
闘
争
序
曲

第
六
章　

安
保
条
約
改
定
と
反
対
闘
争
（
前
期
）

　

１　

安
保
条
約
改
定
を
急
ぐ
支
配
階
級

　

２　

反
対
闘
争
の
最
初
の
た
か
ま
り

　

３　

首
都
の
労
働
者
の
闘
い
と
ば
く
ろ
さ
れ
た
指
導
の
限
界

第
七
章　

安
保
条
約
改
定
と
反
対
闘
争
（
後
期
）

　

１　

羽
田
動
員
の
腰
く
だ
け
と
そ
の
後
の
沈
滞

　

２　

安
保
闘
争
を
鼓
舞
す
る
国
際
情
勢
の
進
展

　

３　

強
行
採
決
の
前
哨
戦
・
第
一
五
次
統
一
行
動

　

４　

五
月
一
九
日
の
強
行
採
決
、
雨
中
の
緊
急
動
員

　

５　

闘
争
の
新
し
い
段
階
、
六
・
四
ス
ト

　

６　

ア
イ
ク
訪
日
反
対
と
ハ
ガ
チ
ー
へ
の
抗
議
闘
争

　

７　

血
に
汚
さ
れ
た
六
・
一
五
統
一
行
動

　

８　

安
保
自
然
成
立
と
批
准
阻
止
最
後
の
闘
争

　

９　

結
び

　

あ
と
が
き


